
平成 22 年度国立大学図書館協会地区協会助成事業報告書（東京地区） 
 

地区名 東京地区（主担当大学：東京大学） 

事業名 大学図書館職員研修「電子書籍を知る―大学図書館は何ができるのか

―」 

事業目的・趣旨 電子ジャーナルの普及、貴重資料のデジタル化、電子書籍端末の登場

など、急速なデジタル化資料の利用に伴い、大学図書館を取り巻く環

境が変化してきている。そのうち、本研修では、電子書籍について取

り上げる。 

著者と出版者という異なる立場からの電子書籍についての講演を聞

き、今後の大学図書館の機能や役割について考える。また、少人数で

のグループ討議を行うことにより、日常の業務はどうなっていくのか

など、講演内容と現在の自分とを結びつけて考える契機としたい。 

なお、この研修の企画・実施は東京地区国立大学図書館の若手職員（平

成 18 年度大学図書館職員講習会受講者）が行い、研修の開催・運営自

体が若手職員の研修の一環となっている。 

実施内容 1．開催日時：平成 23 年 1 月 26 日（水）13:00-17:15 

2．開催場所：東京大学附属図書館大会議室 

3．参加者：34 名（国立大学図書館 29 名、私立大学図書館 5 名） 

4．プログラム： 

  12:30-13:00 受付 

  13:00-13:10 開催挨拶 

  13:10-14:10 講演 1 電子書籍と図書館の未来 

         山内祐平（東京大学大学院情報学環准教授） 

  14:10-14:20 休憩 

  14:20-15:20 講演 2 専門書出版と「電子書籍」 

         黒田拓也（財団法人東京大学出版会営業局長） 

  15:20-15:30 休憩 

  15:30-16:10 グループ討議 （グループ数 6 グループ） 

         テーマ 大学図書館は何ができるか 

         進行 米澤誠（国立情報学研究所学術基盤推進部

学術コンテンツ課長） 

  16:10-16:20 休憩 

  16:20-17:00 オープンディスカッション 

         コメンテーター 山内祐平、黒田拓也 

         コーディネーター 米澤誠 



  17:00-17:15 閉会、アンケート記入 

  17:30-19:30 懇親会 

内容のまとめ 講演 1 

 教育の観点から、大学や図書館を取り巻く学術情報の電子化につい

て、教育情報や教材の電子化によってもたらされるアクティブラーニ

ングの状況について日本や海外の事例を含めた解説、電子書籍の方向

性と大学図書館が取るべき方策について講演があった。 

 

講演 2 

 学術出版社の観点から、出版業界全体や東京大学出版会の現状、学

術出版社にとっての電子出版の可能性や問題点、学術出版社と大学図

書館との関係をどのように考えているのかについて講演があった。 

 

グループ討議・オープンディスカッション 

 電子書籍に関する 2 つの講演をふまえて、「大学図書館は何ができる

か」をテーマに各グループに分かれ活発な討議を行った。 

 オープンディスカッションでは、グループ討議で出た意見を各グル

ープの代表者が発表し、その後、コメンテーターからのコメント、そ

の他参加者からのコメント、質疑応答があった。 

 大学図書館は、大学の教育や学習がどのようなものなのかを考えて

サービスをしていかなければならないこと、また、教材についても理

解を深めなければならないということを再認識することができた。 

アンケート結果 研修の内容については受講者の８割以上が参考になったと回答してお

り、大変有意義な研修になったと言える。 

 講演１における満足度：有効回答数３４ 

  とても参考になった：２７ 

  やや参考になった ：７ 

 講演２における満足度：有効回答数３３ 

  とても参考になった：１５ 

  やや参考になった ：１２ 

 グループ討議における満足度：有効回答数３１ 

  とても参考になった：２０ 

  やや参考になった ：９ 

 オープンディスカッションにおける満足度：有効回答数３１ 

  とても参考になった：１９ 

  やや参考になった ：１１ 



今後希望する研修、講演会等についての自由記述では、次のような回

答があった。 

 ・久しぶりに研修らしい研修を受けました。昨今の財政状況により

単一大学図書館では難しいのが現状です。Topic もそうですが、こ

のような機会の提供を今後ともお願いいたします。 

 ・同じテーマでも変化の激しい分野なので定期的に開催してほしい。

経費 合計          121,971 円 

 

内訳 

講師等謝金・旅費  105,580 円 

会議費       11,489 円 

雑費         4,902 円 

 

 


